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１．2024年度第3回オークション結果

２．再エネ発電設備に併設される蓄電池に系統充電された場

合の非化石価値
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高度化法義務達成市場（非FIT再エネ指定なし）第3回オークション結果

• 前回対比で、売入札量は大きく減少（12億kWh→ 6,500万kWh）、他方、買入札量は大幅に増加（1.3

億kWh→51億kWh）した。その結果、参加者14者中、購入できたのは4者で、いずれも最高価格（1.3

円/kWh）での部分約定となった（入札kWhに対する約定率は11.7%）。

• 売入札量が減少した要因は、大手電力会社による売入札の減少。他方、買入札量が前回対比で増加した

要因は、大手電力会社を中心とした参加者数の増加（4者→14者）と、1者あたりの平均入札量の増加

（6,557万kWh/者→3億6,700万/者）。
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高度化法義務達成市場（非FIT再エネ指定あり）第3回オークション結果

• 前回対比で、売入札量は大きく減少（17億kWh→ 8,000万kWh）、他方、買入札量は大幅に増加（12

億kWh→56億kWh）した。その結果、参加者29者中、購入できたのは17者で、いずれも最高価格

（1.3円/kWh）での部分約定となった（入札kWhに対する約定率は1.9%） 。

• 売り入札量が減少した要因は、大手電力会社による売入札の減少、他方、買い入札量が前回対比で増加

した要因は、大手電力会社を中心とした参加者数の増加（15者→29者※）と、1者あたりの平均入札

量の増加（2,100万kWh/者→1億9,300万/者）。※前日の再エネ指定なしオークションで未約定・部分約定となった者も多く参加（13者）
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高度化法義務達成市場 第3回オークション結果（入札価格の分布）

• 前回と比較すると、最低価格（0.6円/kWh）より高い価格での入札が増えた。特に、再エネ

指定ありは、最高価格（1.3円/kWh）での入札が大幅に増加した（1.9億kWh→42億kWh）。
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再エネ価値取引市場（FIT証書）第3回オークション結果

• 約定量は年々増加しており、今回の2024年3回オークションの約定量は153億kWhとなった。

これは、前年度の第3回と比較すると約2倍の水準。他方、売入札量が買入札量を上回る状況

は変わらず、約定平均価格は最低価格水準（0.4円/kWh）で推移。
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１．2024年度第3回オークション結果

２．再エネ発電設備に併設される蓄電池に系統充電された場

合の非化石価値
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再エネ発電設備に併設される蓄電池に系統充電された場合の非化石価値（１／２）

• 非FIT非化石電源の電力量の認定にあたっては、非FIT非化石証書の信頼性を確保するために、
一般送配電事業者（以下、「TSO」）が託送供給業務で得た電力量データを活用し、その量
に対して非化石証書を発行している。

• ただし、バイオマス等の混焼発電の場合等、TSOが託送供給等業務の一環で把握することが
出来ない非化石電源に係る電力量も存在するが、そのような場合においても、非化石価値を
埋没させずにできるだけ多くの価値を活用する観点から、他制度において既に認められ、運
用されている手法を用いて正確性を担保しつつ、非化石電源に係る電力量として認定してい
る。

• 足下、FIP電源が増える中で、発電設備併設型の蓄電設備が増加してきている。FIP制度では、
併設蓄電池の稼働率を向上させ、より効果的・効率的に需給バランスの確保に貢献すること
を促す観点から、新規FIP併設蓄電池は2024年４月から、既認定FIP併設蓄電池は2025年４
月から、併設蓄電池の系統充電が可能となっている。

• 他方で、併設型蓄電池が系統充電を行う場合は、通常、一受電地点に、再エネ発電設備と蓄
電池が併存し、かつ、蓄電池は系統とも接続されることから、TSOが託送供給業務で得た電
力量データを用いる方法では、蓄電池充電分の非化石価値を把握することが困難。
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再エネ発電設備に併設される蓄電池に系統充電された場合の非化石価値（２／２）

• そこで、FIPプレミアムの取扱いを参考としながら、2025年4月発電分から、蓄電池から放電
された電気量（①）について、系統側から蓄電池に充電された電気量（②）と発電側から蓄
電池に充電された電気量（③）を用いて按分した値を、再エネ発電設備に併設される蓄電池
に系統充電された場合の蓄電池充電分の非化石価値として取り扱うこととしてはどうか。

※再エネ発電設備から系統へ直接流れる分についても、非化石価値は認定される。

=①×
③

② +③

（出典）第69回大量導入小委（令和6年9月30日）資料1を元に作成

注1）本取扱いにあたっては、再エネ発電設備の設置場所にその他需
要（太陽光発電設備・PCS・併設蓄電池等、発電所の運転そのものに
必要不可欠な設備以外の需要）が存在しないことが必要。

注2）FIP制度上、FIP併設蓄電池が計量器の表示値の差し引きを行う
際は、『事業計画策定ガイドライン』で定める差分計量に関する要件
を満たすことが必要である。FIT/FIP以外の電源についても、別途、
同内容の要件を満たすことを求めることとする。

※PCS等発電所の運転そのものに必要不可欠な
設備の需要に対する供給は、考慮しない。

蓄電池分の非化石価値
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第33回 制度検討作業部会（2019年7月25日）
資料5 非FIT非化石証書の取引に係る制度設計について（参考）非化石電源に係る電力量の認定（１/３）
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第33回 制度検討作業部会（2019年7月25日）
資料5 非FIT非化石証書の取引に係る制度設計について（参考）非化石電源に係る電力量の認定（２/３）
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第33回 制度検討作業部会（2019年7月25日）
資料5 非FIT非化石証書の取引に係る制度設計について（参考）非化石電源に係る電力量の認定（３/３）



（参考）再エネ併設蓄電池に系統充電された場合のFIPプレミアムの算定（１／２）
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第69回大量導入小委（令和6年9月30日）
資料1 FIP制度に関する政策措置について



（参考）再エネ併設蓄電池に系統充電された場合のFIPプレミアムの算定（２／２）
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第58回大量導入小委（令和5年12月19日）
資料1 再生可能エネルギーの長期安定的な 大量導入と事業継続に向けて
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